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耐震診断における鉄骨造露出型柱脚のせん断力によるコーン状破壊の計算について 

 

 

計算式は下記による 

 

１. せん断によるコーン状破壊の耐力（Ｑｃ） 

Ｑｃ＝（０.３１・φ１・√Ｆｃ・Ａｃ）/α 

ここで，φ１ ：低減係数（１.０） 

Ｆｃ：コンクリートの強度（Ｎ/ｍｍ２） 

Ａｃ：コーン状破壊の有効投影面積（ｍｍ２） 

      α：安全係数（１.２） 

 

 

２. 柱の保有水平耐力時のせん断力（Ｑｕ）に対して 

     アンカーボルトは圧縮側本数を考慮 

 

３. 軸ブレースの保有水平耐力時の水平分力（Ｑｕ）に対して 

   アンカーボルトは全本数を考慮 

 

４. 検定値 

Ｑｃ ≧ Ｑｕ  補強は不要 

Ｑｃ ＜ Ｑｕ    補強が必要 


